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事故防止は“止まって、見る”から

２
０
０
６
年
の
自
転
車
事
故
の
負
傷
者

数
を
年
齢
層
別
に
み
る
と
、
16
〜
24
歳
の

若
者
（
21
・
５
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い

で
15
歳
以
下
の
子
ど
も
（
19
・
７
％
）
と

続
く
。（
財
）
交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン

タ
ー
の
資
料
に
よ
る
と
、
幼
児
の
自
転
車

事
故
の
約
半
数
、
小
学
校
低
学
年
の
自
転

車
事
故
の
約
３
割
は
自
宅
か
ら
１
０
０
ｍ

以
内
の
場
所
で
起
き
て
い
る
。
時
間
帯
は

午
後
３
〜
６
時
が
最
も
多
い
。
ま
た
、
幼

児
と
小
学
校
低
学
年
の
自
転
車
事
故
の
約

７
割
は
出
会
い
頭
事
故
が
占
め
て
い
る
。

自
転
車
で
事
故
を
起
こ
し
た
幼
児
と
小
学

生
は
、
他
の
年
齢
層
に
比
べ
、「
安
全
不

確
認
」
や
「
一
時
停
止
」
と
い
っ
た
違
反

の
割
合
が
高
い
。
た
だ
し
、
わ
ざ
と
違
反

を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
幼
児
や
小
学

生
が
安
全
確
認
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い

な
い
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
子
ど
も
の

事
故
を
防
ぐ
上
で
は
、
交
差
点
な
ど
を
通
過
す
る

際
に
止
ま
っ
て
、
安
全
確
認
を
す
る
大
切
さ
を
教

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
言
え
る
。

幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど
で
の
自
転
車
の
交
通
安

全
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の
１
つ

が（
財
）三
重
県
交
通
安
全
協
会
だ
。
指
導
を
担
当

す
る
の
は
交
通
安
全
協
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
以
下
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）。
現
在
、
８
名
が
活
動
し
て
い

る
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
毎
年
、
春
に
鈴※

１

鹿
モ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
会
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
研
修

を
受
け
、「
あ※

２

や
と
り
ぃ
」
に
よ
る
交
通
安
全
教

育
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
幼
児
や
小
学
生
へ
の
指

導
方
法
を
学
ん
で
い
る
。
同
協
会
総
務
・
安
全
対

策
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
第
一
班
長
の
清
水
孝
さ
ん

は
、「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
子
ど
も
に
話
す
内
容
な

ど
に
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の

前
に
立
つ
時
の
立
ち
居
振
る
舞
い
や
、
子
ど
も
と

の
接
し
方
な
ど
が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

５
月
16
日
、
三
重
県
多
気
郡
明
和
町
立
大
淀
小

学
校
で
は
、
全
学
年
を
対
象
に
し
た
（
財
）
三
重

県
交
通
安
全
協
会
に
よ
る
自
転
車
教
室
が
開
か
れ

た
。
１
・
２
年
生
、
３
・
４
年
生
、
５
・
６
年
生

が
交
代
で
、
全
校
児
童
１
８
４
名
が
参
加
し
た
。

午
前
９
時
55
分
、
１
・
２
年
生
の
児
童
が
校
庭

に
集
合
す
る
。
指
導
に
あ
た
る
の
は
７
名
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
。
ま
ず
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
吉
野
真
由

美
さ
ん
が
道
路
の
イ
ラ
ス
ト
を
示
し
て
、
自
転
車

が
走
行
す
る
場
所
を
確
認
す
る
。「
自
転
車
は
ク
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2006年の自転車乗用中の交通事故は約17万件と交通事故全体の約2割を占め、増加傾向にある。一方、道路交通
法の改正により13歳未満の子どもが乗る自転車の歩道通行が規定されるなど、自転車に関わる法整備も進んでいる。
本紙は今年度、自転車利用者の事故を削減するための交通安全教育を取り上げる「シリーズ：自転車事故削減に向
けて」をお送りしていく。第1回目となる今回は、小学生を対象に各地域で展開されている自転車教育の現場を取
材し、小学生の自転車事故をなくすために、どのようなことを行うべきか、その方向性を探る。

シリーズ：自転車事故削減に向けて 第●回「小学生の自転車事故をなくすために」
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安全運転普及本部係

安全運転普及活動ホームページ http://www.honda.co.jp/safetyinfo/

※1鈴鹿モビリティ研究会＝鈴鹿市とHonda
が、将来のより良い交通環境づくりを
ともに進めることを目的として1993
年に設立され、道路環境の改善や交通
安全プログラムの開発、教育の実施な
どを行っている。

※2あやとりぃ＝鈴鹿モビリティ研究会が
開発した交通安全教育プログラム。小
学３・４年生向けの「あやとりぃ」、
小学生向けの「あやとりぃ　子ども自
転車トレーニングマニュアル」、幼児
向けの「あやとりぃ　ひよこ編」、高
齢の歩行者・自転車利用者向け「あや
とりぃ　長寿編」がある。あやとりぃ
は「あんぜんを　やさしく　ときあか
し　りかいして　いただく」の略。詳
細は以下ホームページを参照。

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/
kyt/ayatorii/

東京都板橋区立高島第一小学校での
自転車安全運転講習会

三重県多気郡明和町立大淀小学校での自転車教室

岡山県岡山市立福浜小学校での交通安全教室

★2007年度 シリーズ：自転車事故削減に向けて
今後の掲載予定

第2回　高齢者の自転車事故をなくすために
第3回　歩道での自転車事故をなくすために
※内容は変更する場合があります。掲載号は未定。
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る
よ
う
に
整
備
・
点
検
に
努
め
る
こ
と
を
明
文
化

し
た
。

条
例
の
制
定
を
受
け
て
、
板
橋
区
で
は
様
々
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
１
つ
に
小

学
生
に
対
す
る
自
転
車
運
転
免
許
証
の
発
行
が
あ

る
。
自
転
車
運
転
免
許
証
の
発
行
は
東
京
都
荒
川

区
が
全
国
で
最
初
に
始
め
た
事
業
だ
が
、
板
橋
区

で
は
独
自
の
体
制
を
整
え
て
い
る
と
、
交
通
対
策

課
交
通
安
全
グ
ル
ー
プ
交
通
対
策
主
査
の
渡
辺
好

人
さ
ん
は
言
う
。「
安
全
教
育
は
教
育
基
本
法
に

沿
っ
た
教
育
の
一
環
と
考
え
、
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
教
育
委
員
会
と
協
力
し
、
学
校
側
か

ら
自
転
車
安
全
運
転
講
習
会
の
実
施
を
授
業
の
一

環
と
し
て
区
に
要
請
す
る
よ
う
に
意
識
づ
け
を
変

え
ま
し
た
。
実
施
学
年
は
そ
れ
ぞ
れ
学
校
の
方
針

に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
自
転
車
を
利
用
す
る
児

童
が
多
く
な
る
３
年
生
以
上
の
学
年
が
対
象
で
、

現
状
で
は
４
年
生
で
実
施
す
る
学
校
が
多
い
よ
う

で
す
。
２
０
０
３
年
か
ら
現
在
ま
で
講
習
を
受
け

た
３
０
０
０
人
を
超
え
る
小
学
生
に
自
転
車
運
転

免
許
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
」。

講
習
会
で
は
、
警
察
署
員
に
よ
る
交
通
安
全
の

講
義
、
実
技
テ
ス
ト
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
自
転
車
運
転
免
許
証
を
交
付
す
る
。
ま
た
、

東
京
都
自
転
車
商
協
同
組
合
の
協
力
を
受
け
、
児

童
が
持
ち
込
ん
だ
自
転
車
の
点
検
も
行
っ
て
い

が
で
き
な
い
児
童
に
は
、「
左
手
で
し
っ
か
り
ハ

ン
ド
ル
を
押
さ
え
て
前
輪
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
お

か
な
い
と
、
曲
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
吉
野
さ

ん
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

続
い
て
、
児
童
が
自
転
車
に
乗
車
し
て
ス
タ
ー

ト
地
点
に
並
ぶ
。
ス
タ
ー
ト
地
点
の
右
横
に
は
ク

ル
マ
が
停
め
て
あ
る
。「
右
側
は
ク
ル
マ
が
停
ま

っ
て
い
る
の
で
、
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
時
、
ク
ル
マ
の
向
こ
う
側
が
見
通
せ
る
位
置
ま

で
ゆ
っ
く
り
と
自
転
車
を
前
に
進
め
て
、
そ
こ
で

『
右
よ
し
、
左
よ
し
、
右
よ
し
、
前
よ
し
、
後
ろ

よ
し
』
と
確
認
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
」
と
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
模
範
を
児
童

に
見
せ
た
。
ス
タ
ー
ト
地

点
を
出
発
し
、「
止
ま
れ
」

の
標
識
の
あ
る
停
止
線
ま

で
、
ま
っ
す
ぐ
自
転
車
を

こ
い
で
い
く
。「
止
ま
れ
」

の
標
識
が
３
ヵ
所
に
設
け

ら
れ
、
児
童
た
ち
は
計
３

回
、「
右
よ
し
、
左
よ
し
、
右
よ
し
、
前
よ
し
、

後
ろ
よ
し
」
と
大
き
な
声
を
出
し
な
が
ら
、
左
右

と
前
後
の
安
全
確
認
を
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
練
習

を
行
う
。
ゴ
ー
ル
地
点
に
着
く
と
、
児
童
は
右
後

方
を
見
て
か
ら
降
車
し
て
終
了
す
る
。

10
時
30
分
か
ら
は
３
・
４
年
生
、
11
時
20
分
か

ら
は
５
・
６
年
生
が
受
講
。
乗
降
車
の
仕
方
、
自

転
車
の
押
し
歩
き
、
一
時
停
止
場
所
で
の
安
全
確

認
の
練
習
は
１
・
２
年
生
と
同
じ
だ
が
、
３
年
生

以
上
は
パ
イ
ロ
ン
の
間
を
走
行
す
る
ジ
グ
ザ
グ
走

行
の
課
題
が
加
わ
る
。（
財
）
三
重
県
交
通
安
全

協
会
の
清
水
さ
ん
に
よ
る
と
、
３
年
生
以
上
に
な

る
と
「
止
ま
る
」「
見
る
」
を
繰
り
返
す
だ
け
で

は
単
調
に
な
る
の
で
、
ジ
グ
ザ
グ
走
行
を
入
れ
て

い
る
と
い
う
。「
少
し
難
し
い
課
題
を
与
え
る
と
、

児
童
た
ち
は
そ
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
よ
う
と
一
生

懸
命
に
取
り
組
み
ま
す
」。

５
・
６
年
生
に
は
冒
頭
で
「
自
転
車
は
ク
ル
マ

の
仲
間
な
の
で
、
歩
い
て
い
る
人
が
い
る
時
は
、

い
つ
で
も
止
ま
れ
る
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
、
ま
た
は

自
転
車
を
押
し
て
歩
く
な
ど
工
夫
し
て
く
だ
さ

い
。
最
近
、
自
転
車
が
歩
い
て
い
る
人
に
ぶ
つ
か

っ
て
、
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し
ま
う
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
か
ら
、
歩
い
て
い
る
人
の
こ
と
を
考
え
て
乗

り
ま
し
ょ
う
。」
と
歩
行
者
保
護
の
意
識
を
伝
え

た
。「
い
ま
、
練
習
し
た
止
ま
る
こ
と
と
、
よ
く

確
か
め
る
こ
と
は
、
自
分
の
命
を
守
る
大
切
な
方

ル
マ
の
仲
間
な
の
で
、
車
道
で
は
左
側
端
を
走
り

ま
し
ょ
う
」。
次
に
、
吉
野
さ
ん
は
イ
ラ
ス
ト
に

「
止
ま
れ
」
の
標
識
を
貼
り
つ
け
る
。「
こ
の
標
識

の
先
は
ク
ル
マ
や
バ
イ
ク
が
た
く
さ
ん
走
っ
て
い

る
か
ら
、
こ
こ
で
一
度
止
ま
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
標
識
の
下
に
あ
る
白
い
線
は
『
こ
こ
で
止

ま
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
意
味
で
す
。
止
ま
っ

た
ら
、
バ
イ
ク
や
ク
ル
マ
が
近
づ
い
て
い
な
い
か
、

左
右
を
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
」。

次
に
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
車
に
つ
い
て
説
明

す
る
。「
自
転
車
に
乗
る
時
は
左
側
か
ら
乗
っ
て

く
だ
さ
い
。
ク
ル
マ
は
右
後
ろ
か
ら
走
っ
て
き
ま

す
か
ら
、
右
側
か
ら
乗
る
と
ク
ル
マ
と
ぶ
つ
か
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
乗
る
前
に
は
両
手

で
し
っ
か
り
と
ブ
レ
ー
キ
レ
バ
ー
を
握
り
、
右
後

ろ
を
見
ま
し
ょ
う
。
サ
ド
ル
に
ま
た
が
っ
た
ら
、

左
足
を
地
面
に
つ
け
て
、
右
足
で
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ

出
し
て
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
走
り

出
す
前
に
は
、
も
う
一
度
右
後
ろ
か
ら
ク
ル
マ
が

来
て
い
な
い
か
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」。

実
技
で
は
ま
ず
、
自
転
車
の
押
し
歩
き
を
行
う
。

児
童
た
ち
は
自
転
車
の
左
側
に
立
ち
、
ス
タ
ー
ト

地
点
か
ら
校
庭
に
引
か
れ
た
白
線
に
沿
っ
て
、
10

ｍ
ほ
ど
先
の
「
止
ま
れ
」
の
標
識
が
あ
る
場
所
ま

で
自
転
車
を
押
し
て
歩
く
。
次
に
そ
の
場
所
か
ら
、

右
手
で
サ
ド
ル
を
支
え
、
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
自

転
車
を
後
退
さ
せ
る
。
ま
っ
す
ぐ
に
下
が
る
こ
と

法
で
す
。
周
り
を
し
っ
か
り
確
か
め
る
こ
と
が
、

自
転
車
を
上
手
に
乗
る
秘
訣
で
す
」
と
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
吉
野
さ
ん
は
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
日
の
教
育
は
、
大
淀
小
学
校
か
ら
の
要
望

を
受
け
て
、
安
全
確
認
に
重
点
を
置
い
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
清
水
さ
ん
は
、
教
育
の
内
容
は
、

依
頼
先
の
要
望
や
場
所
の
広
さ
に
合
わ
せ
て
対
応

し
て
い
る
と
い
う
。「
同
じ
小
学
生
で
も
１
年
生

と
６
年
生
で
は
理
解
度
に
差
が
あ
る
た
め
、
学
年

の
違
う
児
童
が
な
る
べ
く
一
緒
に
な
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
児
童
を
自
転
車
に
乗
せ
る
場

合
は
、
学
年
で
あ
る
程
度
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
時
間
を
変
え
て
も
ら
え
る
と
、

各
年
齢
層
に
合
わ
せ
た
指
導
が
し
や
す
く
な
り
ま

す
」。大

淀
小
学
校
で
は
昨
年
、（
財
）
三
重
県
交
通

安
全
協
会
に
相
談
し
て
、
児
童
全
員
に
実
技
指
導

が
で
き
る
自
転
車
教
室
を
実
現
さ
せ
た
。「
当
校

で
は
自
転
車
通
学
は
禁
止
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の

児
童
は
放
課
後
に
自
転
車
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
住
宅
街
は
道
幅
も
狭
く
、
見
通
し
の

悪
い
交
差
点
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

児
童
を
実
際
に
自
転
車
に
乗
せ
な
が
ら
指
導
を
行

う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
、
昨
年
か
ら
始
め
ま

し
た
。
実
際
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
、
児
童
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
、
宇
城
順
一
校
長
は
参
加
体
験
型
の
自
転

車
教
室
に
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

小
学
生
の
自
転
車
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
自

治
体
が
東
京
都
板
橋
区
だ
。
２
０
０
３
年
に
日
本

で
初
め
て
自
転
車
安
全
利
用
条
例
を
制
定
、
施
行

し
た
。
土
木
部
交
通
対
策
課
長
の
丸
山
弘
さ
ん
に

よ
る
と
、
前
年
に
起
き
た
自
転
車
利
用
者
と
歩
行

者
の
衝
突
事
故
が
制
定
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

い
う
。「
こ
の
事
故
に
よ
り
当
時
38
歳
で
幼
い
子

ど
も
を
持
つ
母
親
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
加
害
者

は
成
人
男
性
で
し
た
が
、
賠
償
保
険
も
未
加
入
だ

っ
た
た
め
、
遺
族
に
は
何
の
補
償
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
悲
惨
な
事
故
を
受
け
て
、
自
転
車

の
安
全
利
用
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
板
橋

区
で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」。

条
例
で
は
、
区
の
責
務
と
し
て
自
転
車
整
備
の
促

進
、
自
転
車
事
故
保
険
へ
の
加
入
勧
奨
、
自
転
車

利
用
者
の
責
務
と
し
て
安
全
な
利
用
が
確
保
で
き

る
。「
自
転
車
の
点
検
で
は
、
無
償
の
部
分
は
そ

の
場
で
整
備
し
、
有
償
の
部
分
は
整
備
の
必
要
な

箇
所
を
紙
に
記
入
し
て
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
、
各

家
庭
で
自
転
車
店
等
に
持
ち
込
ん
で
修
理
し
て
い

た
だ
く
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
整
え
て
い
ま
す
。
講

習
会
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
」（
渡
辺
さ
ん
）。

５
月
22
日
、
板
橋
区
立
高
島
第
一
小
学
校
で

３
・
４
年
生
を
対
象
に
し
た
自
転
車
安
全
運
転
講

習
会
が
開
催
さ
れ
た
。
地
元
の
高
島
警
察
署
の
署

員
が
指
導
し
、
土
木
部
交
通
対
策
課
の
職
員
が
立

ち
会
っ
た
。
同
校
で
は
、
通
常
３
年
生
が
講
習
を

受
け
る
が
、
今
年
は
昨
年
の
講
習
会
が
雨
で
中
止

と
な
っ
た
４
年
生
も
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
２
時

限
目
に
３
年
生
、
３
時
限
目
に
４
年
生
が
講
習
を

受
け
る
。
同
校
の
矢
崎
良
明
校
長
は
「
２
年
ぶ
り

に
実
施
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
語
る
。

講
習
会
は
は
じ
め
に
矢
崎
校

長
、
続
い
て
、
土
木
部
交
通
対
策

課
長
の
丸
山
さ
ん
が
挨
拶
し
、
板

橋
区
内
で
自
転
車
事
故
が
増
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

講
習
会
で
は
ま
ず
、
地
元
で
自

転
車
店
を
営
む
松
沢
重
男
さ
ん
が

自
転
車
の
点
検
に
つ
い
て
説
明
。

「
ブ
レ
ー
キ
は
前
と
後
ろ
が
ち
ゃ

ん
と
き
く
か
確
か
め
て
。
ラ
イ
ト
、

ハ
ン
ド
ル
、
反
射
板
も
し
っ
か
り

見
よ
う
。
タ
イ
ヤ
に
空
気
が
入
っ

て
い
な
い
と
段
差
で
ガ
ツ
ン
ガ
ツ

ン
と
ぶ
つ
か
る
し
、
ガ
ラ
ス
と
か

釘
が
さ
さ
り
や
す
く
な
る
か
ら

自
転
車
運
転
免
許
証
を

も
ら
っ
て
笑
顔
の
小
学
生

安全確認は自分の命を守る大切な方法であることを伝える

児童たちは走り出す前
に右後方の安全を確認
することを身につけた

板橋区立高島第一小学校での
自転車安全運転講習会は高島
警察署をはじめ、同校のPTA
や地元の自転車店などが協力
して行った。実技テストとペ
ーパーテストに合格すると、
自転車運転免許証（見本・写
真下）が交付される

「止まれ」の標識での一時停止も、実技テ
ストで評価の対象となっている

実技テストの後、○×形式のペーパーテストを行う児童

ジグザグ走行の課題に取り組む児童

車道では左側端を通行
し、一時停止場所では
停止線の手前で必ず止
まらなければいけない
ことを伝える
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っ
た
先
生
（
男
性
）
の
速
度
は
28
km
／
ｈ
。
自
転

車
の
速
度
は
15
〜
23
km
／
ｈ
。
さ
ら
に
、
走
っ
て

い
る
状
態
で
正
面
に
設
置
さ
れ
た
信
号
が
点
灯
し

た
ら
急
停
止
す
る
と
い
う
課
題
を
行
う
。
自
分
の

足
で
全
力
疾
走
し
て
い
る
時
、
急
停
止
す
る
の
に

平
均
で
約
８
ｍ
か
か
っ
た
。
自
転
車
は
、
後
ブ
レ

ー
キ
だ
け
を
か
け
た
時
は
11
ｍ
、
前
後
の
ブ
レ
ー

キ
を
使
う
と
10
ｍ
だ
っ
た
。

「
信
号
が
点
灯
し
た
の
が
見
え
て
、
止
ま
ろ
う

と
思
う
ま
で
に
も
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
人
で
も
こ
の
時
間
は
か
か
り
ま
す
。
自
転
車

で
も
、
自
分
の
足
で
走
っ
て
い
る
時
も
、
目
の
前

で
何
か
起
き
て
す
ぐ
に
止
ま
れ
る
人
は
い
ま
せ

ん
。
自
転
車
の
場
合
は
、
い
つ
で
も
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
し
て
、
前
後
の
ブ
レ
ー
キ
を
使
う
こ

と
で
、
短
く
安
全
に
止
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
cm
で
も
短
く
止
ま
る
こ
と
は
、
事
故
に
遭
う
可

能
性
を
少
な
く
し
ま
す
か
ら
、
日
頃
か
ら
前
後
の

ブ
レ
ー
キ
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
う
練
習
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
」。

続
い
て
前
田
さ
ん
が
運
転
す
る
ク
ル
マ
が
40

km
／
ｈ
で
児
童
の
前
を
通
過
す
る
。
こ
の
ク
ル
マ

が
止
ま
る
の
に
ど
の
く
ら
い

の
距
離
が
か
か
る
か
、
５
名

の
児
童
に
止
ま
る
と
思
わ
れ

る
場
所
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
置

い
て
も
ら
っ
た
。
20
〜
25
ｍ

の
間
に
４
名
、
30
ｍ
を
超
え

た
と
こ
ろ
に
１
名
が
置
い

た
。
再
び
前
田
さ
ん
が
ク
ル

マ
を
走
ら
せ
、
40
km
／
ｈ
か

ら
急
制
動
を
行
う
。
20
〜
25

ｍ
の
間
に
置
か
れ
た
ダ
ン
ボ

ー
ル
は
ク
ル
マ
に
跳
ね
飛
ば

さ
れ
、
児
童
た
ち
か
ら
「
わ

ぁ
ー
」
と
い
う
声
が
あ
が
る
。

「トラフィック・サイクル」（監修：岸田孝弥・中京大学教

授）はクルマやバイクの運転者向けに自転車との事故を未

然に防ぐヒントを掲載した小冊子。自転車利用者の行動特

性を理解し、事故防止に役立てていただくための知識やデ

ータ、コラムが盛り

込まれている。また、

特別付録として「楽

しく覚える標識トラ

ンプ」が付く。Honda

の四輪販売会社およ

び二輪販売店を通じ

て、お客様に配布し

ている。

※詳細については
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/cycle/

●お問い合わせ先
本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03-5412-1736

ね
。
帰
っ
た
ら
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
今
日

習
っ
た
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
教
え
よ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。
次
に
指
導
に
あ
た
る
高
島
警
察
署
の
署

員
が
、
自
転
車
は
車
両
、
歩
道
の
走
り
方
、
二
人

乗
り
、
雨
の
日
の
傘
差
し
、
夜
間
の
点
灯
、
一
時

停
止
、
並
走
、
歩
道
で
の
ベ
ル
使
用
な
ど
ペ
ー
パ

ー
テ
ス
ト
の
設
問
に
関
連
し
た
話
を
、
子
ど
も
た

ち
に
問
い
か
け
な
が
ら
話
す
。

こ
の
後
、
実
技
テ
ス
ト
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
、

免
許
証
に
貼
る
顔
写
真
撮
影
を
行
う
。
実
技
テ
ス

ト
の
か
た
わ
ら
で
は
、
松
沢
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち

の
持
ち
込
ん
だ
自
転
車
を
点
検
し
、
点
検
・
整
備

が
で
き
て
い
る
自
転
車
に
安
全
シ
ー
ル
を
貼
付
す

る
。
こ
の
日
は
26
台
中
、
19
台
が
整
備
不
良
。
３

年
生
の
母
親
４
人
が
自
転
車
点
検
カ
ー
ド
に
１
台

ご
と
に
不
良
か
所
を
記
入
し
て
い
く
。

実
技
テ
ス
ト
は
、
ス
タ
ー
ト→

信
号
機
の
あ
る

横
断
歩
道
を
降
車
し
て
渡
る→

自
転
車
に
乗
っ
て

自
転
車
横
断
帯
を
渡
る→

「
止
ま
れ
」
の
標
識
で

一
時
停
止→

８
の
字
走
行→

ジ
グ
ザ
グ
走
行→

デ

コ
ボ
コ
道→

ゴ
ー
ル
と
い
う
コ
ー
ス
を
走
る
。
ペ

ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
10
問
の
○
×
形
式
。
後
日
、
答

え
合
わ
せ
を
し
た
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
と
、
自
動
車

運
転
免
許
証
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
、
氏
名
、
学
校
名
、

顔
写
真
入
り
の
自
転
車
運
転
免
許
証
が
学
校
に
届

け
ら
れ
る
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
結
果
が
良
く
な

か
っ
た
子
ど
も
に
は
再
度
先
生
か
ら
補
修
教
養
し

て
も
ら
い
、
自
転
車
運
転
免
許
証
が
交
付
さ
れ
る
。

免
許
証
を
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
う
れ
し

い
」「
や
っ
た
ね
」「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
見

せ
る
」
と
、
み
ん
な
笑
顔
だ
。
全
国
・
東
京
都
学

校
安
全
教
育
研
究
会
研
究
部
長
も
務
め
て
い
る
矢

崎
校
長
は
、「
免
許
証
を
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
免
許
証
の
講
習
会
を
通
じ
て
、

安
全
教
育
が
充
実
し
て
い
く
と
い
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
の
講
習
会
で
は
、
３
・
４
年
生
各
８
名

の
保
護
者
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
外

で
の
安
全
は
家
庭
と
地
域
で
し
っ
か
り
指
導
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
か
ら
、
保
護
者
が
参
加
さ
れ
る

こ
と
も
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
、
講
習
会

に
期
待
す
る
。

10
年
前
か
ら
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
て
い
る
J
A
F
（（
社
）
日
本
自
動
車

連
盟
）
岡
山
支
部
が
５
月
29
日
、
岡
山
県
岡
山
市

立
福
浜
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
た
。

参
加
し
た
の
は
５
・
６
年
生
３
４
０
名
。
指
導
に

あ
た
る
の
は
、
J
A
F
岡
山
支
部
推
進
課
事
業
係

副
主
事
の
宮
本
敏
彦
さ
ん
と
、
推
進
課
事
業
係
係

長
の
前
田
信
明
さ
ん
の
２
名
だ
。

午
前
10
時
45
分
、
５
年
生
か
ら
交
通
安
全
教
室

が
始
ま
る
。
最
初
は
ク
ル
マ
の
死
角
に
つ
い
て
。

先
生
に
ク
ル
マ
の
運
転
席
に
座
っ
て
も
ら
う
。
そ

の
ク
ル
マ
の
前
に
集
ま
っ
た
４
名
の
児
童
が
、
ク

ル
マ
の
ま
わ
り
で
、
先
生
か
ら
見
え
な
い
と
思
う

場
所
に
移
動
す
る
。
フ
ロ
ン
ト
バ
ン
パ
ー
の
前
に

１
名
、
リ
ア
バ
ン
パ
ー
の
前
に
３
名
が
し
ゃ
が
み

込
ん
だ
。
運
転
席
の
先
生
か
ら
は
見
え
な
い
。
今

度
は
、
宮
本
さ
ん
と
前
田
さ
ん
が
ロ
ー
プ
を
使
っ

て
、
運
転
席
の
先
生
が
見
え
な
い
範
囲
を
児
童
に

示
す
。「
み
な
さ
ん
が
自
転
車
で
ク
ル
マ
の
近
く

を
走
る
時
は
、
こ
の
死
角
の
範
囲
に
入
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
運
転
手
さ
ん
は
み
な
さ
ん

の
こ
と
を
必
ず
見
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
運

転
席
か
ら
見
え
る
場
所
は
、
み
な
さ
ん
が
見
た
時

に
運
転
手
さ
ん
の
顔
や
、
ミ
ラ
ー
に
映
っ
た
顔
が

見
え
る
場
所
で
す
。
運
転
手
さ
ん
の
顔
が
見
え
な

い
時
は
、
み
な
さ
ん
の
存
在
に
気
づ
い
て
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

次
は
、
人
・
自
転
車
・
自
動
車
の
速
度
と
停
止

距
離
。「
な
ぜ
、
先
生
が
『
廊
下
を
走
っ
て
は
い

け
な
い
』
と
言
う
の
か
解
説
し
ま
す
」
と
宮
本
さ

ん
。
校
庭
に
光
電
管
と
い
う
速
度
を
計
測
す
る
機

器
を
設
置
。
児
童
の
代
表
者
４
名
に
１
人
ず
つ
光

電
管
の
前
を
駆
け
抜
け
て
も
ら
い
、
走
る
速
度
を

測
る
。
５
年
生
で
は
19
〜
21
km
／
ｈ
。
参
考
に
走

「
助
か
っ
た
の
は
１
人
だ
け
で

す
ね
」
と
宮
本
さ
ん
。
最
後

は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

歩
行
者
の
飛
び
出
し
事
故
の

再
現
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全

教
室
は
終
了
し
た
。

信
号
点
灯
に
よ
る
自
転
車

で
の
急
停
止
を
体
験
し
た
児

童
は
、「
普
段
は
す
ぐ
に
止
ま

れ
る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

急
に
止
ま
ろ
う
と
す
る
と
、

う
ま
く
止
ま
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
感
想

を
話
す
。「
こ
れ
か
ら
は
歩
行
者
用
の
青
信
号
が

点
滅
し
て
い
る
時
は
無
理
に
渡
ら
ず
、
止
ま
ろ
う

と
思
っ
た
」
と
い
う
声
が
児
童
た
ち
か
ら
聞
か
れ

た
。
J
A
F
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
を
企
画
し
た

の
は
、
同
校
で
昨
年
度
の
交
通
安
全
担
当
だ
っ
た

白
石
勲
生
教
諭
。「
当
校
は
国
道
２
号
と
い
う
幹

線
道
路
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
周
辺
の

交
通
量
も
多
く
、
大
き
な
事
故
は
な
い
も
の
の
、

児
童
と
ク
ル
マ
が
接
触
す
る
軽
微
な
事
故
が
起
き

て
い
ま
し
た
。
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
岡
山
市
に

よ
る
自
転
車
の
乗
り
方
指
導
や
、
ビ
デ
オ
で
の
交

通
安
全
教
育
と
は
異
な
る
形
態
の
も
の
を
探
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
J
A
F
岡
山
支
部
の
交
通
安
全
教

室
を
知
り
、
お
願
い
し
ま
し
た
。
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
っ
て
、
児
童
が
興
味
を
持
っ
て
勉
強
で
き
る
内

容
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
交

通
安
全
教
室
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
」。

宮
本
さ
ん
に
よ
る
と
、
交
通
安
全
教
室
で
は
当

初
か
ら
、
自
転
車
を
使
っ
た
内
容
を
盛
り
込
ん
で

い
た
と
い
う
。「
ド
ラ
イ
バ
ー
を
会
員
と
し
て
い
る

J
A
F
が
自
転
車
利
用
者
に
教
育
を
行
う
の
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
自
転
車
利
用
者
に
も
交

走
っ
て
い
る
時
、す
ぐ
に

止
ま
れ
る
人
は
い
な
い

自転車利用者のマナーや危険予測能力を高めることを目的

に、Hondaが開発中の体験型教育機器。ハンドル、ブレー

キをはじめ、ペダルをこぐことで走行するなど、実際の自

転車と同じ運転操作感覚を実現。リアルな映像と音響を使

って、混合交通の中での走行を体験しながら、左右および

後方の安全確認を含む基本動作が学べるようになってい

る。添付されたソフトには交通法規を学ぶコースや、危険

を体験できるコースを用

意。危険体験コースを走

行後は、危険な状況に陥

るプロセスをさまざまな

角度から再生でき、自分

の走行を振り返ることが

できる。現在、効果的な

教育方法などを研究中。

シリーズ：自転車事故削減に向けて 第●回「小学生の自転車事故をなくすために」1

●
自
転
車
は
車
両
、
だ
か
ら
車
道
で
は
左
側

端
を
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

※
た
だ
し
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
13
歳
未
満
の

子
ど
も
が
乗
る
自
転
車
の
歩
道
通
行
が
規
定
さ
れ
た

●
歩
行
者
が
い
る
時
は
、
歩
行
者
保
護
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

●
一
時
停
止
場
所
、
特
に
見
通
し
の
悪
い
交

差
点
で
は
、
止
ま
っ
て
左
右
の
安
全
確
認

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

●
走
っ
て
い
る
ク
ル
マ
や
自
転
車
が
止
ま
る

た
め
に
は
距
離
が
か
か
る

●
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
は
必
ず
自
転
車

の
存
在
に
気
づ
い
て
い
る
と
は
限
ら
な
い

●
点
検
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
自
分
の
自
転

車
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

●
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
家

庭
で
話
し
て
も
ら
う

通
安
全
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
交
通

事
故
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
自
転
車
利
用
者
に
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め

の
行
動
を
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
安
全
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
交
通
安
全
教
室

で
は
、
J
A
F
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
実
際

の
道
路
で
は
何
が
危
険
な
の
か
を
わ
か
り
や
す
く

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

死
角
の
話
は
い
く
ら
自
分
が
ル
ー
ル
通
り
に
自
転

車
を
運
転
し
て
い
て
も
、
周
囲
を
走
っ
て
い
る
ク

ル
マ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
見
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
危

険
で
あ
る
こ
と
に
、
気
づ
い
て
も
ら
う
の
が
ね
ら

い
で
す
」。
宮
本
さ
ん
が
交
通
安
全
教
室
で
伝
え

て
い
る
こ
と
は
「
ク
ル
マ
に
は
見
え
な
い
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
る
」「
ク
ル
マ
は
急
に
止
ま
れ
な

い
」「
飛
び
出
し
は
絶
対
に
し
な
い
」
で
あ
る
。

40km／ｈで走るクルマが危険に気づいてから、止ま
るまでにどのくらいの距離がかかるか、児童は考え
ながらダンボールを置く。止まるために必要な距離
は、速度が速くなるほど長くなることを児童に見ても
らう

クルマの死角をロープを使って示し、この範囲に入らないようにアドバイス

今
回
の
事
例
に
み
る
小
学
生
に

伝
え
た
い
ポ
イ
ン
ト

●Honda 自転車シミュレーター

●小冊子「トラフィック・サイクル」
～自転車は街を走る仲間～

自転車事故削減のために

トラフィック・
サイクル

トラフィック・
サイクル
監修◎岸田孝弥 中京大学教授

自転車は街を
走る仲間
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安全
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ぜん
 

に走
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ろう
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A
R

自 
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転 
てん 

車 
しゃ 

専 
せん 

用 
よう 

自 
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転 
てん  

車 
しゃ  

の 通行 
つうこう 

の 安全 
あんぜん 

と 
円滑 
えんかつ 

を 図 
はか  

るために 、 普 
ふ 

通 
つう  

自 
じ 

転 
てん  

車 
しゃ  

以 
い 

外 
がい  

の 車 
くるま 

と 歩 
ほ 

行者 
こうしゃ 

の 通行 
つうこう 

を 禁 
きん  

止 
し 

して 
いるところです 。 
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いち 

時 
じ 

停 
てい 

止 
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車 
くるま 

と 路 
ろ 

面 
めん  

電 
でん  

車 
しゃ  

は 、 停 
てい  

止 
し 

線 
せん  

の 直 
ちょく 

前 
ぜん  

（ 停止線 

て い し せ ん  

がな 

いときは 交 
こう 

差 
さ 

点 
てん  

の 直 
ちょく 

前 
ぜん  

） で 一 
いち  

時 
じ 

停 
てい  

止 
し 

しなけ 

ればなりません 。 
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